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今月の主な話題

広報
宙（そら）の観測を楽しみませんか？
　８月10日、ペルセウス座流星群の出現にあわせて開催された清和高原ス
ターフェスタ。日中は暑い日差しの清和高原も、陽が落ちると心地よい風が
吹き始め、星空の下それぞれ思い思いの観測を楽しんでいました。
※ 左から高橋よしえさん（宙ガール隊長）、Micaさん（シンガーソングライ
ター）、塚原まきこさん（宙ガール副隊長）
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７
月
26
日
、
28
日
の
２
日
に
わ
た
り
、

高
知
県
文
化
財
保
護
審
議
委
員
で
あ
る
溝

渕
博
彦
さ
ん
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
演
題
は
、「
文
化
的
景
観
保
護
制
度

と
そ
の
使
い
方
」。
田
舎
町
に
数
多
く
残

る
文
化
財
を
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

地
域
お
こ
し
を
行
っ
て
い
く
か
を
テ
ー
マ

に
話
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
内
容
は
田
舎
の

町
な
ら
で
は
の
地
域
お
こ
し
の
方
法
や
実

際
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
こ
と
な
ど

を
、
溝
渕
さ
ん
の
出
身
で
あ
る
高
知
県
の

四
万
十
川
流
域
で
の
実
例
に
合
わ
せ
て
紹

介
。
そ
の
中
で
溝
渕
さ
ん
は
、「
地
方
の

文
化
財
が
い
つ
ま
で
も
残
っ
て
い
る
こ
と

が
、
私
た
ち
が
住
む
日
本
と
い
う
国
を
形

成
す
る
こ
と
に
な
る
。
重
要
文
化
財
は
先

人
が
築
き
上
げ
て
き
た
精
神
的
な
も
の
。」

と
表
現
さ
れ
、
ま
た
、「
地
域
お
こ
し
は

皆
で
知
恵
を
出
し
合
い
、
そ
れ
に
対
し
皆

結
束
し
て
物
事
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
い

と
、『
何
年
後
に
…
』
と
言
っ
て
い
た
ら

手
遅
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
。」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。
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結
婚
相
談
員
で
す
！ 

〜

　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
を
通
じ
て
結
婚
を
し
ま

し
た
。

　

そ
の
経
験
を
生
か
し
て
、
参
加
さ
れ
る
方

の
目
線
に
立
っ
て
お
力
に
な
れ
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
「
婚
活
」
と
考
え
る
と
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
で

す
が
、
普
段
な
か
な
か
知
り
合
え
な
い
方
々

と
の
出
会
い
の
場
は
、
と
て
も
楽
し
い
も
の

で
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
気
軽
に
相
談
し
て
み

て
く
だ
さ
い
！

〜 

第
３
回
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ

　
　
　

菜
園
交
流
会
」
紹
介 

〜

　

今
回
は
、
７
月
28
日
（
日
）
夏
空
の
も
と

男
女
合
わ
せ
て
６
名
の
参
加
の
も
と
行
い
ま

し
た
。

　

山
都
町
へ
到
着
後
、
事
前
に
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ

Ｏ
Ｕ
菜
園
で
収
穫
し
た
ゴ
ー
ヤ
・
ピ
ー
マ
ン
・

オ
ク
ラ
な
ど
を
使
っ
て
、
早
速
パ
ス
タ
サ
ラ

ダ
な
ど
３
品
を
作
り
ま
し
た
♪

　

採
れ
た
て
の
野
菜
は
、
と
て
も
張
り
の
あ

る
プ
リ
プ
リ
と
し
た
食
感
で
、
お
い
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
＆
押
し
花
体
験

で
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
で
素
敵
な
コ
ー
ス
タ
ー

作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

山
都
町
で
ス
ロ
ー
な
１
日
を
過
ご
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
次
回
も
楽
し
み
で
す
。

☆
交
際
中
カ
ッ
プ
ル
紹
介 

☆

＊
男
性
Ｑ
さ
ん(

34
歳)
＆
女
性
Ｒ
さ
ん(

40
歳)

＊

交
際
期
間
：
５
ヶ
月

①
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
に
参
加
し
た
き
っ
か
け
は
？

Ｑ
：
相
談
員
さ
ん
の
勧
め
で
参
加
し
ま
し
た
。

Ｒ
：
友
人
の
誘
い
で
参
加
し
ま
し
た
。

②
初
め
て
参
加
し
た
時
の
感
想
は
？

Ｑ
：
思
っ
て
い
た
よ
り
和
や
か
な
雰
囲
気
で
参

加
で
き
ま
し
た
。

Ｒ
：
緊
張
し
ま
し
た
が
、
男
性
の
方
が
た
く
さ

ん
話
し
か
け
て
く
だ
さ
り
楽
し
く
過
ご
せ

ま
し
た
。

③
お
互
い
の
第
一
印
象
は
？

Ｑ
：
笑
顔
が
か
わ
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

Ｒ
：
話
し
や
す
い
人
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

④
現
在
の
心
境
は
？

Ｑ
：
勇
気
を
出
し
て
参
加
し
て
良
か
っ
た
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

Ｒ
：
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

⑤
ま
だ
参
加
し
て
い
な
い
独
身
者
（
男
性
・
女
性
）

へ
ひ
と
言

Ｑ
：
ど
こ
に
出
会
い
の
き
っ
か
け
が
あ
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
は

き
っ
か
け
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
気
軽

に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

Ｒ
：
一
歩
踏
み
出
し
て
み
る
の
も
い
い
か
な
と

思
い
ま
す
。

松本　友幸さん松本　友幸さん
（城平）（城平）
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前
号
に
続
い
て
、
６
月
16
日
に
白
糸
台
地
の
田
ん
ぼ

で
実
施
し
た
「
棚
田
の
生
き
も
の
た
ち
」
観
察
会
の
様

子
を
伝
え
た
い
。

　

下
田
さ
ん
の
田
ん
ぼ
に
到
着
し
、
下
田
さ
ん
に
話
を

し
て
い
た
だ
い
た
。

　
「
こ
の
棚
田
で
の
田
ん
ぼ
の
観
察
会
を
始
め
た
の
は
、

12
年
前
で
す
。
農
薬
を
使
わ
な
い
米
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ず
い
ぶ
ん
長
く
な
り
ま
す
が
、
は
た
し
て
ど
ん
な

生
き
も
の
た
ち
が
住
ん
で
い
る
の
か
、
知
り
た
い
と
思

い
ま
し
た
。」
こ
れ
ま
で
の
観
察
で
、
と
て
も
多
く
の
生

き
も
の
た
ち
が
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、
今
年
は
ど

う
な
の
か
知
り
た
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
下
田
さ
ん
の
田
ん
ぼ
や
そ
の
周
辺

で
次
々
と
生
き
も
の
を
見
つ
け
る
の
だ
っ
た
。

　
「
お
っ
、
こ
れ
も
す
ご
い
な
あ
。
よ
く
見
つ
け
た
ね
。」
今

度
は
、
絶
滅
危
惧
種
の
シ
マ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
が
見
つ
か
っ
た
。

　

畦
に
い
た
カ
エ
ル
た
ち
も
次
々
と
田
ん
ぼ
に
飛
び
込

む
。
代
表
は
準
絶
滅
危
惧
種
の
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
。
他

に
は
ア
マ
ガ
エ
ル
、
ヌ
マ
ガ
エ
ル
、
ツ
チ
ガ
エ
ル
。
ア

カ
ハ
ラ
イ
モ
リ
は
数
が
多
す
ぎ
て
網
で
す
く
う
の
を
ス

ト
ッ
プ
し
た
ほ
ど
だ
。
こ
の
イ
モ
リ
も
今
で
は
準
絶
滅

危
惧
種
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
他
に
も
数
の

多
さ
に
び
っ
く
り
し
た
生
き
も
の
が
い
た
。
コ
オ
イ
ム

シ
だ
。
メ
ス
が
オ
ス
の
背
中
に
卵
を
産
み
付
け
、
オ
ス

が
卵
を
守
る
。
背
中
に
卵
を
乗
せ
た
オ
ス
だ
け
で
も
20

匹
程
が
見
つ
か
っ
た
。
コ
オ
イ
ム
シ
も
準
絶
滅
危
惧
種
。

　

こ
こ
の
田
ん
ぼ
は
、
正

に
生
き
も
の
た
ち
の
楽
園

に
な
っ
て
い
た
。
観
察
し

た
生
き
も
の
た
ち
を
表
に

ま
と
め
る
と
、結
果
は
「
生

態
ピ
ラ
ミ
ッ
ッ
ド
」
の
形

に
な
っ
た
。
白
糸
台
地
の
棚
田
は
、
理
想
的
な
生
態
系
を
形

作
る
自
然
豊
か
な
場
所
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

　

今
回
数
多
く
見
つ
か
っ
た
希
少
野
生
生
物
は
、
白
糸
の
棚

田
の
存
続
と
共
に
、
子
孫
を
未
来
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
未
来
も
保
障
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
の
だ
。

矢
部
郷
自
然
観
察
会　

代
表　

藤
吉　

勇
治

溝渕博彦さん
　1952年高知県生まれ。教
諭や県庁職員などの経歴を
経て、現在は、関係市町村
で歴史まちづくりの活動を
幅広く展開しながら、地域
住民の裏方役として取り組
まれています。重要文化的
景観「四万十川流域の文化
的景観」については、高知
県時代に担当。

　

山
都
町
の
国
民
健
康
保
険
給
付
額
の

状
況
は
、
被
保
険
者
は
減
少
す
る
も
の

の
、
療
養
給
付
費
も
高
額
医
療
費
も
右

肩
上
が
り
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
の
状
況
か
ら
見
ま
す
と
、
生

活
習
慣
病
に
関
連
す
る
も
の
が
全
体
の

４
割
以
上
を
占
め
、
特
に
糖
尿
病
は
、

国
と
比
較
す
る
と
３
倍
の
数
値
を
示
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
被
保
険
者
に
占
め
る
人
工
透

析
患
者
の
割
合
が
４
％
と
近
年
急
騰
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
対
応
と
し
て
、
生
活
習
慣
病
の

発
症
予
防
と
重
症
化
予
防
に
向
け
、
危

険
度
の
高
い
方
へ
働
き
か
け
て
い
く
こ

と
で
、
医
療
費
の
抑
制
に
つ
な
げ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
健
康
診
査
の
受
診
率

を
高
め
て
い
く
こ
と
、
加
え
て
検
診

デ
ー
タ
を
も
と
に
効
果
的
な
保
健
指
導

を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
山
都
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

「
住
民
の
健
康
づ
く
り
」
を
町
政
の
基

本
と
し
、「
健
康
な
人
が
多
い
町
日
本

一
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
自
治
振
興
区
ご
と
に
活
動
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
健
康
づ
く
り
推
進

委
員
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
な
っ
て
、
そ

し
て
地
域
の
皆
さ
ん
を
巻
き
込
ん
で
、

各
種
健
診
、
保
健
指
導
な
ど
の
事
業

を
強
力
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
特
性
も
考
え
合
わ

せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
個
人
の
生
活

習
慣
や
価
値
観
の
形
成
の
背
景
と
な
る

の
は
、
と
も
に
生
活
を
営
む
家
族
や
、

地
域
の
習
慣
な
ど
で
す
。
そ
の
地
域
の

健
診
結
果
に
よ
る
共
通
性
の
把
握
に

よ
っ
て
、
地
域
の
健
康
課
題
が
分
か
っ

て
く
る
と
考
え
ま
す
。「
そ
の
課
題
に

対
し
、
住
民
が
共
同
し
て
取
り
組
み
を

考
え
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
々
の
気

づ
き
が
深
ま
り
、
健
康
実
現
に
向
か
う

ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
」
こ
の
よ
う
な

活
動
を
目
指
し
ま
す
。

　

町
の
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町
の
保

健
師
・
栄
養
士
が
住
民
の
健
康
づ
く
り

の
お
手
伝
い
の
た
め
、
懸
命
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
保
健
指
導
を
は
じ
め
、
健

康
づ
く
り
事
業
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

町
長
室
か
ら

工
藤 

秀
一

重
要
文
化
的
景
観
と
地
域
お
こ
し
の
連
携
を

重
要
文
化
的
景
観
と
地
域
お
こ
し
の
連
携
を

〜
四
万
十
川
流
域
を
例
に
講
演
〜

〜
四
万
十
川
流
域
を
例
に
講
演
〜
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　青葉の瀬の前を通ると、キャンプ場の一画に竹の屋根と、
壁から煙突が飛び出た建物が目に入ります。近づいてみると
昔懐かしの五右衛門風呂が姿を現します。風呂の基礎はキャ
ンプ場横を流れる緑川から自然の岩を寄せ集め設置され、そ
の風呂を取り囲むように作られた建物は屋根と壁を交互に重
ね合わせた竹で頑丈に作られています。この五右衛門風呂は、
「他所にはない変ったものを」といった試みから、役員会で製作を立案。
　竹は地元の方の竹林から提供してもらい、煙突はキャンプ場前の道を通られた地元の方から「うちに
ある煙突を使っていい」と言われ、風呂釜は３軒の家から無償で提供していただき、今年の６月 21 日
完成に至りました。「地元の人たちの助けが無ければまず完成しなかっただろう」と組合長の渡辺さん。
　現在は、２つの五右衛門風呂が使用可能です。「キャンプなどの際に使用していただければきっと開
放的で気持ちいいだろうし、子ども達の焚き付けの練習にもなるな。」と支配人の枝尾さんは、皆で造
り上げた五右衛門風呂を見ながら満足そうに笑みを浮かべていました。

　コミュニティの健全な発展を図ることを目的としたコミュニティ助成事業により、馬見原自治振
興区にはテントや芝刈機、音響設備などのイベント用の備品が、また畑地区にはルールウォーカー
やマッサージチェアなどの公民館備品がそれぞれ整備されました。
　この、コミュニティ助成事業は、宝くじ社会貢献広報事業費を財源として財団法人自治総合セン
ターが助成決定を行うもので、今後の両地区の益々の活性化が期待されます。

　７月 10 日、上益城と阿蘇の農業協同組合か
ら町内の小学校へ子ども雑誌「ちゃぐりん」の
８月号が寄贈されました。これは、子どもたち
に農業の大切さや自然との関わりや役割につい
て理解を深めてもらう事を目的に贈呈されまし
た。今回の贈呈を受け山下教育長は、「農家の
後継者が少なくなっている現在、農業に関する
体験学習を行っている。児童と先生たちの学習
に役立てたい。」と話されました。

　千寿苑の多目的ホール前のフロアで現在、御
所の堀信雄さんが撮影した写真が展示されてい
ます。写真は、「観音信仰について」。
　矢部郷郷土史伝承会の現地学習の際にホーム
ビデオで撮影した矢部地区の観音像 33 体を画

像化し、展示されています。
是非、皆さんお立ち寄りくだ
さい。

※ちゃぐりん…child（こども）、agriculture（の
うぎょう）、green（みどり）の略

※将来を担う子どもたちに、農業、農村、食糧
問題および環境問題などに関心を持ってもら
いたいとの趣旨で、社団法人家の光協会より
発行されています。

宝くじ助成事業で備品を整備しました

まりこ号　飯星一敏さん

馬見原自治振興区 畑街づくり推進会

くまもん号　山口隆介さん

皆で作り上げた風呂は格別！
～青葉の瀬に五右衛門風呂登場～

　７月 20 日、南阿蘇地域畜産振興推進協議会主
催による第８回蘇陽地区育成牛品評会がＪＡ阿蘇
蘇陽家畜検査場で開催されました。入賞結果をご
紹介いたします。

若齢の部（14頭）若齢の部（14頭） 壮齢の部（11頭）壮齢の部（11頭）
名誉賞
首席　まりこ号　　飯星一敏さん（柏）

名誉賞
首席　くまもん号　山口隆介さん（白石）

２席　いみる号　　穴見　一さん（大見口）
３席　ゆり１号　　山邊康弘さん（橘）
４席　もりはな号　有働誠志さん（花上）
５席　ほたる号　　飯星一敏さん（柏）

２席　第１ゆり号　飯星一敏さん（柏）
３席　りお号　　　山口隆介さん（白石）
４席　ひさひめ号　飯星一敏さん（柏）
５席　はなこ号　　穴見　一さん（大見口）

蘇陽地区蘇陽地区
　　育成牛品評会育成牛品評会

町内小学校へ「ちゃぐりん」の寄贈観音像写真展開催中
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認知症、正しく知ればつらくない
　前回は認知症の症状や早期発見についてお知らせしました。今回は認知症を引き起こす代表的な
病気をご紹介します。

　今回は、蘇陽地区の特定保健指導修了者を紹介します。
　56人の方が、昨年 12月の健診結果説明会以降、６か月間、それぞれの目標に向かって頑張られました。
皆さん、いろいろな取り組みをされ、それぞれの効果が出ていましたが、今回は動機づけ支援受講の２人の
方をご紹介します。

保健センターだよりvol.25

～９月の認知症高齢者家族の会～
日　　　　時：９月21日（土）午後１時30分～３時
場　　　　所：千寿苑
問い合わせ先：山都町地域包括支援センター（千寿苑 内）　電話72-1677（直通）

◎６ヶ月間で
　体重　3.8㎏減
　腹囲　5.4㎝減
　間食を徐々に減らしてい
き、今ではまったく間食は
しないようにしました。どう
しても甘いものを食べたい
ときは食後すぐに食べてい
ます。よく飲んでいた炭酸
飲料も飲まないようにしま
した。
　近くまでの移動は歩いて
行くようにし、姿勢よく腕を
振るように注意しています。

◎６ヶ月間で
　体重　3.3㎏減
　腹囲　3.0㎝減
　食事の時には野菜を先に食
べるよう心がけました。ご飯の
量は120gに決め実行しました。
時には麦を入れたりと工夫しま
した。入浴後に 20 分ほどゆっ
くりと体を動かしています。動
きが楽になり、疲れにくくなり
ました。体調も良好です。これ
からも頑張って続けていきたい
と思っています。次回の健診時
の数値を楽しみにしています。

井　イツ子さん
（59歳）今

本田ツユ子さん
（53歳）八木

●大人部門優秀賞　　佐野眞由美さん●大人部門優秀賞　　佐野眞由美さん
「まだ早い 何かあったら もう遅い」「まだ早い 何かあったら もう遅い」

●子ども部門優秀賞　　田中花奈さん●子ども部門優秀賞　　田中花奈さん
「けんしんで みんなにこにこ 元気な家族」「けんしんで みんなにこにこ 元気な家族」

悩んでいることに気づいたら声をかけてみませんか？悩んでいることに気づいたら声をかけてみませんか？
～ゲートキーパーの役割～～ゲートキーパーの役割～

▲大人部門優秀賞の佐野さん
7/18　千寿苑にて授与

▲子ども部門優秀賞の田中さん
7/19　中島小学校１学期終業式にて授与

　７月 24 日、千寿苑で社会を明るくする運動推進大会が
開催されました。今回はゲートキーパー養成研修と題し、
希望ヶ丘病院の精神保健福祉士、小栁勇人さんが講演をさ
れました。小栁さんは、うつ病にかかる前の状態や、それ
らの方に対し周囲の人がどう接すればいいのかなどを話さ
れました。また、講演中には、実際に２人１組になり良い
話の聴き方体験が実施されました。

○佐野さんからのコメント
　自分の健康状態を把握するために健康診断を
年１回必ず受診しているが「今回の標語は、働き
盛りである中高年の方が私の周りでも亡くなっ
たりしているので皆さんに健診で自分の健康に
ついて考える時間をつくり早期発見・早期治療を
してほしい。」という思いをこめ出展しました。

○田中さんからのコメント
　「私の家族もみんなもけんしんで、にこにこな
笑顔でずっと元気でいてほ
しいと思って考えました。」

ゲートキーパーに必要な、こころの支援「りはあさる」
りすく評価
「死にたいと思っているか。」などを本人にはっきりと訪ねてみること。
はんだん・批評せず聴く
今、どんな気持ちなのか批評はせずに話を聴いてみる。
あんしん・情報を与える
うつ病は弱さや怠けからくるものではないことを理解させ、適切な支援
で良くなる可能性があることを伝える。
さぽーとを得るように勧める
医療機関や関係機関に相談するように勧めてみる。強要はしないこと。
せるふへるぷ
軽い運動や、リラクゼーション法（ゆっくりと呼吸をする、力を抜くなど）
などを勧め、メンタルヘルスの問題による症状を緩和させる。

「
健
診
の
ス
ス
メ
」
標
語
の
優
秀
賞
が
決
定

　

町
健
康
福
祉
課
で
、
４
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10
日
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27
日
ま
で
募
集
し
た
健
診

の
ス
ス
メ
標
語
で
、
佐
野
眞
由
美
さ
ん
と
田
中
花
奈
さ
ん
が
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
大
人
部
門
59
点
、
子
ど
も
部
門
82
点
の
中
か
ら
の
選

出
で
お
二
人
の
日
頃
の
考
え
が
標
語
に
表
れ
て
い
ま
し
た
。

　ゲートキーパーとは、家族や仲間の変化に気づいて声
をかけ、話を聴き、専門家へ繋ぐ人の事。以前は専門家
が行っていたが、これからは周囲の人にも協力してもら
うようになった。相談を受けたら、一人で抱え込まず、
専門家へ話を繋ぐこと。

アルツハイマー病　　　　　　　　  
　最も多い認知症疾患で約半数を占めます。
70歳代以降の高齢者に多く、ほとんどが物
忘れで発症します。病気の症状を改善したり
進行を遅らせる効果が期待できる治療薬があ
りますが、病気の進行を完全に止めてしまう
ことはできません。

レビー小体型認知症　　　　　　　  
　本来存在しないものが見える幻視、調子の
波が大きいこと、手の震えやパーキンソン症
状を特徴とします。立ちくらみや便秘などの
自立神経障害、失神、うつ病を伴うこともあ
ります。

血管性認知症　　　　　　　　　　  
　アルツハイマー病に次いで多い認知症で
す。脳の血管が詰まったり（脳梗塞）破裂し
たり（脳出血）して脳に十分な血液が送れな
くなり、神経細胞が死ぬことによって起こり
ます。生活習慣病や心臓病をきちんと治療し、
喫煙や過度の飲酒を控えることで発症や進行
の予防が可能な認知症です。

前頭側頭葉変性症　　　　　　　　  
　多くは 65歳より以前の初老期に発症し、
脳の前方部分が侵されることで引き起こされ
ます。本能的な欲動を自制できなくなります。
この病気では物忘れよりも人格や行動の変化
などが病初期から目立ちます。
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土星観 会土星観 会土土土土土土土土土土星星星星星星星星星星観観観観観観観観観観観観観観 会会会会会会会
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あいにくの雨でしたが…あいにくの雨でしたが…
～通潤橋火祭り～～通潤橋火祭り～

　８月３日、馬見原商店街で恒例のモライアスロンが開催さ
れました。今回、エントリー者は総勢 340 人。町外からも多
数参加し大盛況でした。馬見原橋の下流からスタートするこ
のレースはトライアスロンならぬモライアスロン。Swim、
Bike、Run の３種目をクリアしゴールを目指します。

　８月 10 日に開催された清和高原スターフェスタ。天文台設立 20 周年となる今年のスターフェスタは
晴天に恵まれました。大型望遠鏡での土星観測や、ステージイベントなど、数多くのイベントが開催さ
れました。

　天文台の大型望遠鏡に　天文台の大型望遠鏡に
よる土星の観測会。望遠よる土星の観測会。望遠
鏡までは一階から長い列鏡までは一階から長い列
ができ、土星や月の観測ができ、土星や月の観測
を楽しみました。を楽しみました。

　宙ガール隊長の高橋　宙ガール隊長の高橋
よしえさんと副隊長のよしえさんと副隊長の
塚原まきこさんによる塚原まきこさんによる
トークショー。トークショー。

　M78 星からウルトラマ　M78 星からウルトラマ
ンがやってきました。ステンがやってきました。ステ
ージでは万歩計振り大会やージでは万歩計振り大会や
ウルトラマンと子ども５人ウルトラマンと子ども５人
チームの綱引き勝負などがチームの綱引き勝負などが
開催。ゲームに参加した子開催。ゲームに参加した子
ども達みんなへウルトラマども達みんなへウルトラマ
ンからプレゼントが贈られンからプレゼントが贈られ
ました。ました。

　高原にヤギやウサギ、カ　高原にヤギやウサギ、カ
メなどのたくさんの動物たメなどのたくさんの動物た
ちがやってきました。動物ちがやってきました。動物
園の外ではポニーの乗馬体園の外ではポニーの乗馬体
験もあり、多くの子ども達験もあり、多くの子ども達
で賑わいをみせました。で賑わいをみせました。

清和高原ハーベストウォーク
　スターフェスタと同時に開催されたハ
ーベストウォーキングには約80人が参加。
ウォーキングをしながら収穫を楽しむイ
ベントで、決められたコースに用意され
た畑へ行き、キャベツやトマトなどの収
穫体験をしました。このイベントは、作
物が店頭に並ぶ前にどのように栽培し収
穫されているか、また、基幹産業である
農業の PRも兼ねて開催されました。

　８月４日（橋の日）にあわせて開催された通潤橋火祭り。正午からは体育館前に食べ物や雑貨など数
多くの店が出店。五老ヶ滝川沿いには午後５時開始の火祭りのため、準備が着々と進みました。しかし、
午後から降り出した雨は一向に止むことなく残念ながら今年の火祭りは中止が決定。しかし、なんと
しても祭りを成功させようと一丸となって取り組んだ皆の心には、雨にも負けない火が燃え続けてい
ました。

Swim：馬見原橋の下流から上流に向かい走
り抜けます。小さい子はお父さんお母さんに
手を引かれ一生懸命歩きます。

小さなやまんマルシェ：数多くの食べ物や雑
貨が出店。町内外各地からの観光客で賑わい
を見せていました。

Bike：大人も子供も三輪車に乗り競い合い
ます。ここで、子どもに抜かれる大人多数！？

５％ご先祖：多数のスクリーンに映し出され
た遠い昔の写真。

Run：くじを引き指定された商店までモライ
に行きます。新鮮な野菜や、花火、布団など
その店ならではの商品が盛りだくさん。

竹たいまつ：雨に打たれながらも、一つ一つ
川の中へ竹たいまつを設置。皆で一丸となり
頑張りました。

水上から熱いレース水上から熱いレース
～水遊祭モライアスロン～～水遊祭モライアスロン～

　シンガーソングライタ　シンガーソングライタ
ーの MICA さんによるーの MICA さんによる
天の川ライヴ。美しい歌天の川ライヴ。美しい歌
声が広大な清和高原に響声が広大な清和高原に響
き渡り、会場の観客は皆き渡り、会場の観客は皆
聴き入っていました。聴き入っていました。
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　心房細動を調べる検査でよく用いられるのは心電図です。心房細動は特徴的な波形を示します ( 図 1)。心
電図の山型の波形は心臓が 1回拍動したことを示し、正常であれば規則的に山形の波形が並びますが、心
房細動では不規則に並びます。また、心房の興奮が小刻みになること
から、山形の波形とは別に小さな波形が小刻みに並びます。
　心房細動の発作が起こっている場合は健康診断や人間ドックで受け
る心電図検査 (12 誘導心電図と言います ) でも波形が出ますが、発作
が起こっていない場合は、ホルタ―心電図という 24 時間心臓の動き
をみる心電図を使って検査します。　

　心房細動の治療は大きく2つに分かれます。1つは心臓に対する治療。もう1つは血栓に対する治療です。心臓に対する
治療には、心臓の拍動回数をコントロールするお薬、心臓の拍動リズムをコントロールするお薬があります。これらの薬で
心臓の動きをコントロールして脈を正常にします。
　血栓に対する治療には、抗凝固薬という血液を固まりにくくサラサラにするお薬が使われます。よく使われるお薬にワー
ファリンがあります。血液を固まりにくくすることで、血液の塊である血栓が心臓の中にできないようにする治療です。
　この「血液サラサラのお薬」で注意しなくてはならないのは、血液が固まりにくいため、出血したら血液が止まりにくい
ことです。ですから、怪我をした時や出血を伴う検査を行う場合には前もって「血液サラサラのお薬」を使っているかどう
か病院の職員に伝えてください。またワーファリンを飲んでいる方は納豆や青汁、クロレラを食べたり飲んだりしてはいけ
ません。これはワーファリンの作用を邪魔するビタミンＫという物質が納豆などを食べた際に作られるからです。

　心房細動は珍しくなく、年を取るにつれて起こりやすくなる病気です。原因の一つになっている生活習
慣に気をつけて、またすでに健康診断や人間ドックで心房細動が見つかった方は、病院を受診して治療を
早く始められるようにしてください。

知って得する知って得する
健康講座健康講座

知って得する
健康講座

特 集特 集特 集
　　研修医　紺田　みずほ
　　医　師　佐藤　啓

第57集
「不整脈①～心房細動について～」

「へき地医療拠点病院として、患者様に
信頼される良質な医療を提供し、地域住
民に親しまれる病院を目指します。」

～そよう病院基本理念～

リハビリテーション科　興梠　ともみ

第15集　「肩こり体操」
家庭でできる家庭でできる
リハビリリハビリ

家庭でできる
リハビリ

特 集特 集特 集

そよう病院病院だよりそよう病院だより

頭をゆっくりと回します。
左右５～ 10 回。

肩こりの原因には色々ありますが、最も多い原因として、同じ姿勢をと
り続けるなどして肩や首の筋肉が緊張して硬くなり、循環障害を起こす

ことによって、肩こりを起こすと考えられています。
　そこで今回は、肩や首の筋肉を伸ばしたり動かしたりすることによって筋肉をほぐし、血行を良く
することで肩こりを解消・軽減させる「肩こり体操」をご紹介します。
　体操は立って行っても座って行っても大丈夫です。また毎日継続して行う事が大切です。痛みが強
いときは無理しないでください。

両肩をすくめて５～ 10 秒
止めます。
その後肩の力を抜きます。
５～ 10 回。

顔は正面に向け、なるべく背す
じを伸ばします。肩に指先をつ
けます。肘で大きく円を描くよ
うにゆっくりと動かします。肘
を後ろにもっていくときは胸を
開き、肘を前にもっていくとき
は胸を閉じるようにします。内
回し、外回し、各 10 回。

手を組んで上に
ゆっくりと伸ば
します。
伸ばしたら 20
秒止めます。３
～５回。

手を後ろで組ん
で胸を張るよう
にして手を後ろ
にゆっくりと伸
ばし20秒止めま
す。３～５回。

②肩まわりの体操－１ ③肩まわりの体操－2①肩まわりの体操 ④肩まわりの体操－３

⑤肩まわりの体操－４

図 1

　手首や首などに指をあてると、「ドクッドクッ」と脈を感じることができます。これは心臓が拍動するリズムが血
管に伝わったものです。人間の心臓は1分間に約60～ 90回拍動しています。心臓は拍動することでポンプの役
割を果たし、血管を通して血液を体中に送っています。心臓の拍動は、右心房の洞結節で作られた微量の電気信
号が「刺激伝導系」という経路を通って、心房から心室へと伝わることで起こります。
　不整脈とは、この「刺激伝導系」に何らかの異常が起こり、心臓の拍動が規則的なリズムからずれてしまうことを言います。

　心房細動では、右心房の洞結節以外の場所からバラバラに電気信号が出るため心房が小刻みに興奮し、
心室に信号が伝わりにくく心臓のポンプ機能が弱くなることで心臓から出る血液量が少なくなります。高
齢者に多く、女性より男性に多いといわれています。

　心臓から出る血液量が少なくなることで、息切れ、めまい、息苦
しさといった症状が出ます。この状態が続くことで心臓に負担がか
かり、心臓の機能が低下し心不全に至ることもあります。
　また心房の興奮が小刻みになることで、心臓に血液が溜まりや
すくなることで血の塊 ( 血栓 )ができやすくなります。その血栓が
心臓から出てしまうと小さな血管に詰まってしまうため、脳の血管
に詰まると脳に血液が届かなくなり脳梗塞を起こしてしまいます。

　年齢が上がるほど心房細動は起こり
やすくなります。原因としては、心臓
の病気 (弁膜症、狭心症、心筋梗塞な
ど )や、生活習慣 (肥満、喫煙、アルコー
ル、ストレスなど )、その他の病気 (高
血圧、糖尿病、甲状腺機能亢進症など )
の合併があります。

不整脈とは

心房細動とは

症　状

検　査

治　療

最後に

原　因
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　メールやハガキによる架空請求の相談が昨年度は前年度に比べ２倍増加しています。アダルトサイトの利用料
など、「もしかして？」と思わせる内容のため、要求通りに支払い、再びトラブルにあうケースも多く見られます。
　過去の情報悪用が考えられる場合もあります。証拠のない請求には応じないようにしましょう。
（最近発生した架空請求）
　県内で、日本司法協会から民事訴訟裁判通達書という架空請求ハガキが送りつけられる事案が発生。
（金銭要求の手口）
●「もしかしたら…」「知られたくない」という内容
の請求書を送りつける。

●相手に確認しようと連絡すると、電話番号などの
個人情報を知られ、執拗な取り立てや嫌がらせを受
ける。

●「給与差押え」「強制執行」「自宅や勤務先へ出向く」
という文言で脅す。

●「少額訴訟」や「支払督促」を悪用し、金銭を支払
わせようとする。

　平成 24 年４月１日から上益城郡４町（嘉島町、御
船町、甲佐町、山都町）広域連携による消費生活相談
窓口を開設しています。
　窓口の開設時間は、午前９時から午後４時までの間
で、祝日と年末年始を除く火曜日から金曜日（４町に
各１日ずつ窓口を開設）、専門の消費生活相談員が対
応します。

（アドバイス）
●身に覚えがない場合は無視する。
●記載された連絡先には、絶対に自分から連絡しない。
●不安に思ったら、上益城広域消費生活相談室へ。
毎週火曜日
御 船 町 御船町役場２階相談室 ℡096-282-1111
毎週水曜日
嘉 島 町 嘉島町役場１階相談室 ℡096-237-1112
毎週木曜日
甲 佐 町

甲 佐 町
老人いこいの家内相談室 ℡096-234-3223

毎週金曜日
山 都 町

矢部保健福祉センター
千 寿 苑 内 相 談 室 ℡0967-72-3133

※困った時は一人で悩まず、まず、上益城広域連携消
費生活相談室へ、どの町でも相談できます。

※消費者問題出前講座を実施します。どうぞご活用く
ださい。

お問い合わせ先　山都町健康福祉課　0967-72-1229

上益城広域連携消費生活相談室　
納得していなければ無視 身に覚えのない請求
（架空請求）による手口

８月号
見守り新鮮情報見守り新鮮情報

山都警察署・署協議会だより山都警察署・署協議会だより山都警察署・署協議会だより
山都警察署　TEL72ー 0110山都警察署　TEL72ー 0110山都警察署　TEL72ー 0110

熊本県警のホームページ
http;//www.police.pref.kuma
moto.jp/
　管内の犯罪・交通事故の発生状況、
県警からのお知らせ等が掲載中です。

信号は　みんなで守る　光だよ　（蘇陽小　二宮水菜）
メールより　前見てちょうだい　あぶないよ　（蘇陽小　後藤将希）

山都地区交通安全協会が募集した、交通安全の標語コンクールの入選作品を毎月２作品ずつご紹介していきます。

（学校名は当時）

平成２4年度交通安全標語コンクール　入選作品平成２4年度交通安全標語コンクール　入選作品平成２4年度交通安全標語コンクール　入選作品平成２4年度交通安全標語コンクール　入選作品平成２4年度交通安全標語コンクール　入選作品

　本年６月末、東京都内において、男が下校
中の小学生に対し、刃物で無差別に切りつ
けるという重大な事件が発生したことか
ら、山都警察署においては、管内小学校にお
ける見守り警戒活動を実施しました。
　山都町においても、小学生に対する声か

け事案が発生していますし、もうすぐ２学期も始まります。どうか児童の登
校・下校時間帯にはできる限り街頭に出て、見守り活動をお願いします。
※管内には、右表のとおり、各種ボランティア団体があり、約600人の方々が山都町の安全・安心のために活躍
されています。ボランティア団体へのご理解・ご協力をよろしくお願いします。

　７月26日（金）、熊本市総合体育館で行われた県警の少年柔道剣道錬成大会
剣道の部（小学生の部）において、山都警察署洗心会Ａが激戦を勝ち抜き決勝
戦に進出。熊本東警察署東武館Ａを下し、見事大会２連覇を達成しました。山
都警察署には柔道の泰武館もあり、それぞれ稽古を行っていますので、入会ご
希望の方は山都警察署までご連絡ください。

ボランティア活動にご協力を！！ボランティア活動にご協力を！！
～町の安全・安心と子ども達を守ろう～～町の安全・安心と子ども達を守ろう～

山都警察署洗心会県警少年柔道剣道錬成大会山都警察署洗心会県警少年柔道剣道錬成大会
小学生の部２連覇達成！小学生の部２連覇達成！

ドロボーキラーズ隊 山守りやさしかたい

そよ風ふれあい隊 やまと老連防犯パトロール隊

山都町役場防犯パトロール隊「清和っ子」守り隊

山都を守り隊 矢部っ子守り隊

柏地区安全守り隊 山都町PTA防犯パトロール隊

山都町郵政防犯パトロール隊 山都町交通安全母の会

山都地区交通安全協会交通防犯パトロール隊

山都地区少年警察ボランティア連絡協議会

山都町図書館だより

図書館情報
－読書とは未来の自分に種をまくことです－

声の灯り
ー72号ー

●お問い合わせ
　・本館 ７３-１６１６  ・清和 ８２-３０３３  ・蘇陽 ７３-２７５５
●休館日：本館・蘇陽（月曜日・月末日・祝日・GW・お盆・年末年始）
　　　　　清和（GW・お盆・年末年始）

※図書館利用者カードをお持ちの方は、貸し出しに必要ですので必ずお持ち下さい。
※本をたくさん借りられる方はマイバッグの持参にご協力下さい。

★平成25年9月の
　　　　わくわく号運行予定★
蘇陽地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　巡回場所・時間
9月 4 日(水）  蘇陽南小学校（午後1時～）　馬見原保育園（午後1時30分～）
　　　　　     菅尾保育園（午後2時15分～）
　　　　　     二瀬本保育園（午後2時45分～）　蘇陽小学校（午後3時～）
　　　　　     蘇陽キッズ（午後3時15分～）
9月 5 日(木)   ブルーベリーの家（午前11時～）
　　　　　     蘇陽総合支所（午後0時30分～）
　　　　　     蘇陽中学校（午後1時30分～）
　　　　　     ほたるの里（午後2時15分～）
9月 6 日(金)   スクランブル（午前10時30分～）
　　　　　     二瀬本・コミュニティーセンター（午前11時～）
　　　　　     花上多目的集会所（午後1時～）
　　　　　     上差尾興梠商店（午後1時45分～）
　　　　　     菅尾まこと薬局駐車場（午後2時30分～）

矢部地区
　月　日 　　　　　　巡回場所・時間
9月18日(水)　 金内公民館（午前9時45分～）
　　　　　　　こころ（午前10時30分～）
　　　　　　　島木のお店（午前11時15分～）
　　　　　　　白小野（午後1時～）
　　　　　　　万坂（午後1時30分～）
　　　　　　　改善センター（午後1時40分～）
　　　　　　　さくらんぼ愛園（午後2時10分～）
　　　　　　　大地（午後2時35分～）
9月19日(木)　 稲生野（午前9時45分～）
　　　　　　　一の瀬（午前10時20分～）
　　　　　　　よってはいよ（午前11時～）
　　　　　　　あおぞら（午後1時35分～）
　　　　　　　富士ラーメン（午後2時～）
　　　　　　　白糸事務所（午後2時30分～）
　　　　　　　笈石（午後3時～）
　　　　　　　菅（午後3時20分～）
9月20日（金）　風ノ木（午前10時～）
　　　　　　　浜美荘（午前10時30分～）
　　　　　　　千寿苑（午後0時30分～）
　　　　　　　大矢荘（午後1時15分～）
　　　　　　　光露館（午後1時40分～）
　　　　　　　彩雲苑（午後2時～）

清和地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　巡回場所・時間
9月10日（火）  小峰保育園（午前10時～）  清和小学校（午前10時30分～）
　　　　　     清和総合支所（午後0時30分～）  清和中学校（午後1時～）
　　　　　     大川保育園（午後1時30分～）
9月11日（水） 原尻公民館（午前10時～）  花高原（午前10時30分～）
　　　　　     井無田公民館（午前11時～）
　　　　　     井無田診療所横（午前11時30分～）  支援ハウス（午後1時～）
　　　　　     清和児童育成クラブ（午後3時30分～）

※休館日の返却は、本館・蘇陽分館は返却ボックスをご利用下さい。清和分館には返却ボックスがございま
　せんので、ご注意下さい。
　尚、ＤＶＤ・ＣＤは破損の恐れがありますので、返却ボックスへの投入は出来ません。
　ご不明な点は各図書館へお問い合わせ下さい。

9月休館日の
お知らせ

　　　　　　  ９月７日（土曜日）   ９月８日（日曜日）       ９月９日（月曜日）
本　　館　　　　　休 館　　　   　　　休 館　   　　　　　休 館
清和分館　　　　　開 館　　　   　　　開 館　   　　　　　開 館
蘇陽分館　　　　　開 館　　　   　　　開 館　   　　　　　休 館　
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★スポーツの結果★

瀬戸病院Aチーム水ノ田尾

あ
じ
さ
い
コ
ン
サ
ー
ト

浜
美
荘
で
フ
ラ
の
会
の

　
　
　
フ
ラ
ダ
ン
ス
披
露

　
７
月
13
日
、
下
名
連
石
の
丸
山
ハ

イ
ラ
ン
ド
「
ふ
れ
愛
館
」
で
あ
じ
さ

い
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
二
部
構
成
で
開
催
さ
れ

た
本
コ
ン
サ
ー
ト
。
昼
の
部
で
は
コ

ン
サ
ー
ト
前
に
寿
咲
亜
似
（
す
さ
き

あ
い
）に
よ
る
民
話
の
語
り
が
あ
り
、

山
都
町
に
伝
わ
る
話
を
面
白
可
笑
し

く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
で
あ

り
、
下
名
連
石
で
農
業
を
さ
れ
て
い

る
高
杉
春
美
さ
ん
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
、
カ
ラ
ス
の
歌
な
ど
の
童
謡
を
来

場
者
と
一
緒
に
な
っ
て
歌
い
、
皆
で

一
緒
に
楽
し
ん
だ
コ
ン
サ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
。

癒
し
の
コ
ン
サ
ー
ト

　

７
月
27
日
、
そ
よ
う
病
院
の
待
合

所
が
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
に
な
り
ま
し

た
。
馬
見
原
買
い
物
支
援
協
議
会
の

主
催
で
行
わ
れ
た
こ
の
「
癒
し
の
コ

ン
サ
ー
ト
」
に
は
、
病
院
の
患
者
さ

ん
や
先
生
・
住
民
の
み
な
さ
ん
が

う
っ
と
り
と
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
笛
・
フ
ル
ー

ト
奏
者
で
長
野
県
在
住
の
森
田
梅

泉
さ
ん
と
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
井
無

田
在
住
の
須
藤
か
よ
さ
ん
が
共
演
。

当
日
が
初
対
面
と
は
思
え
な
い
ほ

ど
息
の
合
っ
た
演
奏
は
、
そ
よ
う

病
院
全
体
を
優
し
い
音
色
で
包
み

込
み
ま
し
た
。

●第３３回熊本県障がい者
　ゲートボール大会
７月６日
優　勝　　上益城郡山都町
※九州大会が１０月下旬に福岡県にて
　開催予定

●第２２回山都町職場対抗
　ビーチボールバレー大会
７月１６日～１９日
優　勝　　瀬戸病院Aチーム
準優勝　　役場クリーンハウスチーム
３　位　　大栄企業Aチーム

●第９回町長旗争奪ナイター
　バレーボール大会
７月２２日～７月２６日
優　勝　　水ノ田尾
準優勝　　島一
３　位　　稲生野・下名連石Ａ

　

７
月
５
日
、
浜
美
荘
で
馬
見
原
フ

ラ
の
会
に
よ
る
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
入
所
者
は
フ
ラ
の
会
の
フ

ラ
ダ
ン
ス
を
見
な
が
ら
身
振
り
手
振

り
で
真
似
し
、
一
緒
に
ダ
ン
ス
を
楽

し
み
ま
し
た
。
今
回
、
フ
ラ
ダ
ン
ス

の
他
に
も
多
彩
な
ダ
ン
ス
を
披
露
さ

れ
、
衣
装
が
変
わ
り
踊
る
た
び
に
入

所
者
か
ら
は
、
拍
手
が
湧
き
起
こ
り

ま
し
た
。
最
後
に
は
、「
ピ
ン
シ
ャ

ン
音
頭
」
を
入
所
者
も
一
緒
に
な
っ

て
踊
り
ま
し
た
。

蘇
陽
南
小
学
校
小
豆
植
え

　

７
月
11
日
、
蘇
陽
南
小
学
校
２
年

生
に
よ
る
小
豆
植
え
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
小
豆
植
え
は
馬
見
原
中

部
老
人
会
の
世
代
間
交
流
の
一
環
で

行
わ
れ
、
日
差
し
が
強
い
な
か
児
童

た
ち
は
老
人
会
の
方
に
植
え
方
を
教

え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
２
枚
の
畑
に

小
豆
を
植
え
ま
し
た
。
植
栽
活
動
を

終
え
、
児
童
た
ち
か
ら
、「
小
豆
を

植
え
る
の
は
初
め
て
で
難
し
か
っ
た

け
ど
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
。」
と
い
っ
た
感
想

を
老
人
会
の
方
へ
話
し
て
い
ま
し

た
。
今
回
、
児
童
が
植
え
た
小
豆
は

10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
頃
に
収
穫

予
定
で
す
。

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
を

　

寸
劇
で
分
か
り
易
く

　

７
月
９
日
、
矢
部
中
学
校
で
人
権

教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

熊
本
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
上
益
城

部
会
（
井
口
誠
一
会
長
）
が
、毎
年
、

上
益
城
郡
内
の
中
学
校
を
対
象
に
開

い
て
い
る
も
の
で
今
回
で
５
回
目
で

す
。
矢
部
中
学
校
３
年
生
を
対
象
に

し
た
こ
の
日
の
テ
ー
マ
は
「
デ
ー
ト

Ｄ
Ｖ
」。
結
婚
し
て
い
な
い
交
際
中

の
男
女
間
に
起
こ
る
暴
力
の
こ
と
で

す
。
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
寸
劇
、

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て
、
お

互
い
を
尊
重
す
る
こ
と
を
学
習
し
ま

し
た
。

夏祭り

　町内の各地で夏祭りが
開催されました。

大川町浜の館祭り
（７月20日）

そらや夏祭り
（７月１4日）

浜美荘夕涼み会
（８月１日）

清和夏祭り
（７月26日）

新町地蔵祭り
（７月24日）
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牛
乳
産
業
の
未
来
の
た
め
に

〜
全
国
酪
農
青
年
女
性
酪
農
発
表
大
会
最
優
秀
賞
〜

山
都
の
景
観
を
は
ぐ
く
む
た
く
さ
ん
の
力

　

山
都
町
を
代
表
す
る
国
指
定
重
要
文
化
財
「
通
潤
橋
」
を
は
じ
め
と
し
た
、
美
し
い

景
観
は
、
町
民
の
善
意
と
各
種
団
体
の
奉
仕
活
動
に
よ
り
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

〜
矢
部
隊
友
会
（
会
長
：
松
岡
昭
二
）
が
通
潤
橋
周
辺
の
清
掃
作
業
〜

　

７
月
28
日
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
通
潤
橋
周
辺
の
草

刈
清
掃
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

夏
休
み
を
迎
え
、
観
光
客
や
帰
省
客
が
増
え
る
こ
の

時
期
、
作
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
会
員
11
名
の

皆
さ
ん
は
蒸
し
暑
い
中
に
大
量
の
汗
を
流
し
な
が
ら
作

業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。「
通
潤
橋
を
訪
れ
て
い

た
だ
く
皆
さ
ん
に
気
持
ち
良
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
た

だ
い
た
ら
幸
い
で
す
」
と
松
岡
会
長
は
話
さ
れ
ま
し
た
。

〜
景
観
を
育
む
た
く
さ
ん
の
力
〜

　

町
で
は
、
通
潤
橋
を
始
め
、
清
和
文
楽
邑
や
そ
よ
風
パ
ー
ク
な
ど
多
く
の
観
光
客
を

迎
え
、
い
わ
ば
「
山
都
の
顔
」
と
な
る
主
要
観
光
施
設
の
景
観
保
全
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
、
行
政
だ
け
の
取
り
組
み
で
維
持
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
住
民
の
方
々
や
自
治
振
興
区
は
じ
め
様
々
な
団
体

の
奉
仕
活
動
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

〜
景
観
や
環
境
保
全
の
意
義
を
共
有
〜

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
様
々
な
団

体
の
記
念
植
樹
や
奉
仕
活
動
も
「
山
都
の
景
観
」
を
育

む
な
か
で
、
重
要
な
取
り
組
み
の
一
つ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
町
民
と
行
政
、
各
種
団
体
が
協
働
し

て
景
観
と
環
境
保
全
の
意
義
を
理
解
し
、
意
識
を
共
有

し
な
が
ら
、
次
の
世
代
へ
「
山
都
の
景
観
」
を
つ
な
い

で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

７
月

　

７
月
1111
日
、
日
、
1212
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国

日
に
開
催
さ
れ
た
全
国

酪
農
青
年
女
性
酪
農
発
表
大
会
に
お
い
て

酪
農
青
年
女
性
酪
農
発
表
大
会
に
お
い
て

菅
尾
の
山
口
や
よ
い
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を

菅
尾
の
山
口
や
よ
い
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
酪
農
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
酪
農
を

営
む
上
で
の
生
活
全
体
の
改
善
に
係
る
活

営
む
上
で
の
生
活
全
体
の
改
善
に
係
る
活

動
に
つ
い
て
の
発
表
で
す
。

動
に
つ
い
て
の
発
表
で
す
。

　

今
回
、
九
州
代
表
と
し
て
発
表
を
さ
れ

　

今
回
、
九
州
代
表
と
し
て
発
表
を
さ
れ

た
山
口
さ
ん
。
も
と
は
北
海
道
の
釧
路
市

た
山
口
さ
ん
。
も
と
は
北
海
道
の
釧
路
市

に
あ
る
酪
農
家
出
身
で
、
結
婚
を
機
に
山

に
あ
る
酪
農
家
出
身
で
、
結
婚
を
機
に
山

都
町
（
旧
蘇
陽
町
）
へ
来
ら
れ
ま
し
た
。

都
町
（
旧
蘇
陽
町
）
へ
来
ら
れ
ま
し
た
。

山
都
町
で
一
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
れ
た
酪
農

山
都
町
で
一
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
れ
た
酪
農

に
は
多
く
の
困
難
が
あ
り
ま
し
た
が
、
家

に
は
多
く
の
困
難
が
あ
り
ま
し
た
が
、
家

族
や
地
域
の
方
に
手
助
け
を
し
て
も
ら
い

族
や
地
域
の
方
に
手
助
け
を
し
て
も
ら
い

な
が
ら
蘇
陽
地
区
で
唯
一
の
酪
農
家
に
な

な
が
ら
蘇
陽
地
区
で
唯
一
の
酪
農
家
に
な

ら
れ
た
そ
う
で
す
。

ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
は
酪
農
女
性
、
牛
乳
専
門
家
、
消

　

現
在
は
酪
農
女
性
、
牛
乳
専
門
家
、
消

費
者
代
表
、
料
理
研
究
家
な
ど
の
酪
農
経

費
者
代
表
、
料
理
研
究
家
な
ど
の
酪
農
経

営
者
以
外
の
方
か
ら
も
協
力
を
得
て
Ｎ
Ｐ

営
者
以
外
の
方
か
ら
も
協
力
を
得
て
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
ミ
ル
ク
ネ
ッ
ト
」

Ｏ
法
人
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
ミ
ル
ク
ネ
ッ
ト
」

を
設
立
。
牛
乳
離
れ
が
進
む
現
在
、
牛
乳

を
設
立
。
牛
乳
離
れ
が
進
む
現
在
、
牛
乳

を
飲
み
物
と
し
て
で
は
な
く
、
チ
ー
ズ
が

を
飲
み
物
と
し
て
で
は
な
く
、
チ
ー
ズ
が

出
来
る
牛
乳
と
し
て
流
通
さ
せ
る
仕
掛
け

出
来
る
牛
乳
と
し
て
流
通
さ
せ
る
仕
掛
け

作
り
に
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

作
り
に
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
発
表
の
中
で
山
口
さ
ん
は
、「
地

　

今
回
、
発
表
の
中
で
山
口
さ
ん
は
、「
地

域
の
牛
乳
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
こ
と
を
探

域
の
牛
乳
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
こ
と
を
探

し
出
し
、
国
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
牛
乳
を

し
出
し
、
国
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
牛
乳
を

作
る
こ
と
が
私
た
ち
の
生
か
さ
れ
る
道
だ

作
る
こ
と
が
私
た
ち
の
生
か
さ
れ
る
道
だ

と
信
じ
て
い
る
。」
と
力
強
く
話
さ
れ
ま

と
信
じ
て
い
る
。」
と
力
強
く
話
さ
れ
ま

し
た
。

し
た
。

ひろ

けい　　　　　こう　　　　　かん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わ

あたら　　　　　　　　　 けい　　こう　　かん　　　　　　

　 けい　　こう　　たい　　　　　 けい　　こう　　たい　　　　　　

もど

ち　　　きゅう　　おん　　だん　　 か　　　ぼう         し　

やく　　　だ

蛍光体はレアアース
に戻ります。

ガラスと蛍光体は
新しい蛍光管へ。

地球温暖化防止に
役立ってます。

「北九州エコタウンにある専門の工場でリサイクルしています。」

ガラス、金属などをリサイクルすることで、これ
らを新しく作るよりも、原料や燃料が少なくて
済みます。

つか　　　おわ　　　　　　　けい　こう　かん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょ 　り

きた　きゅう　しゅう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 せん　　もん　　　　　こう　　じょう

（4,223kg）
40W型 蛍光管本数に換算

（900kg-co2）
　杉の木が1年間に吸収する二酸化
　炭素の量に換算

処理した

蛍光管の量

しょ り

けい こう かん りょう
17,300本相当 相当二酸化炭素

排出量の低減

に さん か たん そ

はい りょうしゅつ てい げん

64本杉の木
ほん ほんそう とう すぎ　　　        き そう とう

（14kg-CO2/年　環境省）

～平成２４年度　使い終った蛍光管の処理状況（山都町）～
へい　　せい　　　　　　　　 ねん　　　ど　　　　　　 つか　　　　　　おわ　　　　　　　　　　けい　　　こう　　　かん　　　　　　 しょ　　　り　　　じょう　　きょう
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　８月６日、御岳小学校で御岳小学校児
童と御岳保育園児によるヤマメのつか
み取り大会が行われました。この行事は
御岳振興会の世代間交流として毎年行
われているものです。つかみ取りをする
ためのプールは、御岳東部世代間交流実
行委員会会長の飯星さんを中心とした
地元の方がブルーシートで作りました。
子どもたちは元気にヤマメをつかまえ
ていました。

地域一体となった交流会地域一体となった交流会
～御岳振興会世代間交流～～御岳振興会世代間交流～

川で楽しく遊ぶために川で楽しく遊ぶために
～浜町保育園で川遊び模擬体験～～浜町保育園で川遊び模擬体験～

　まずは小学校児童が各班に分かれてつかみ取り。水の中
を逃げ回るヤマメに悪戦苦闘。見事ヤマメを捕まえると周
りからは歓声が上がっていました。

◆劇を通して分かりやすく説明
　はじめにとらベル隊４人による
劇がありました。ナマズ大先生が
ライフジャケットの重要性や、一
人で川遊びに行かないことなどを
分かりやすく説明しました。

◆プールで模擬体験！
　実際にライフジャケットを着用し、プ
ールで川遊びの模擬体験をしました。プ
ールでは足を浮かせるために靴を履いた
まま練習。両手足を広げて頭を上流に向
けるやり方や、進行方向の変え方などの
説明を受けました。

　８月６日、浜町保育園で川遊びの模擬体験が実施されました。ＮＰＯ法人みずのとらベル隊により川
での安全な遊び方や危険性などを劇や模擬体験を通して園児に指導しました。

◆ライフジャケットが無い時は…
　もしライフジャケットを持って
いない時はどうするのか？。実際
にライフジャケットを脱いで練習。
ペットボトルやお菓子の袋を浮輪
にする方法を学びました。

　園児たちは全員でつかみ取りに挑戦。周りで見ていた小
学校児童に、「ここにいっぱいおるよ。」などとアドバイス
を受けながら一生懸命つかみ取りをしていました。

◆大人たちが見守るなか、小学生が挑戦

◆園児はお兄ちゃんお姉ちゃんに助けてもらい
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▼
清
和
短
歌
会

明
け
早
き
寝
覚
め
の
床
に
小
鳥
ら
の

　
　
　
　
　
　
　

さ
え
ず
る
声
の
清
々
し
き
よ 

梶
原　
　

徹

夏
空
に
両
手
ひ
ろ
げ
誰
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　

う
す
く
れ
な
い
の
合
歓
の
木
陰
よ 

梶
原　

公
希

さ
て
も
さ
て
あ
れ
こ
れ
あ
れ
と
立
ち
上
が
り

　
　
　
　
　
　
　

何
が
目
当
て
で
腰
を
上
げ
し
か 

平
川　
　

竜

（
再
掲
）

娘
と
と
も
に
短
歌
を
読
み
合
ふ
身
の
幸
を

　
　
　
　
　
　
　

誰
に
告
げ
な
む
若
葉
萌
え
た
つ 

山
本　

フ
サ

▼
馬
見
原
酔
山
会

雷
の
不
意
の
一
喝
肩
す
ぼ
む 

赤
崎　

志
朗

村
ま
つ
り
生
家
を
守
る
妹
ゐ
て 

畑
野
フ
ミ
ヨ

前
垂
れ
を
替
へ
て
祭
や
六
地
蔵 

岩
永　

周
子

▼
や
ま
な
み
の
会
「
山
脈
」

束
の
間
の
光
を
引
い
て
蛍
と
ぶ 

赤
星
た
づ
え

解
禁
の
鮎
簗
場
よ
り
案
内
あ
り 

今
村　

芳
子

今
に
知
る
梅
雨
の
風
韻
と
い
ふ
も
の
を 

水
野　

信
子

ぴ
か
ぴ
か
の
背
で
お
ど
ら
す
ラ
ン
ド
セ
ル

　
　
　
　
　
　
　

は
ち
き
れ
そ
う
に
一
年
生
は 

木
下
ス
エ
オ

進
み
ゆ
く
医
療
の
恩
恵
受
け
つ
つ
も

　
　
　
　
　
　
　

私
の
主
治
医
は
や
っ
ぱ
り
私 

古
閑
比
奈
子

餌
拾
う
子
雀
の
親
見
張
り
居
る

　
　
　
　
　
　
　

人
の
気
配
に
一
斉
に
立
つ 

田
代　

エ
ミ

▼
通
潤
句
会

恙
な
く
余
生
来
世
蓮
の
花 

西
田
え
い
子

夜
も
す
が
ら
濁
流
の
踏
む
石
の
音 

田
中
か
つ
み

山都町の人口
〔平成25年７月31日現在〕

男　　8,268人  （－18）
女　　8,855人    （－3）
計　 17,123人  （－21）
世帯   6,754戸    （－9）
※（　）は前月比
※最高齢は108歳〔女性１人〕
※１月１日～７月31日の出生届数
　59人（うち７月は７人）
※１月１日～７月31日の死亡届数
　179人（うち７月は22人）

７
月
23
日
、
千
寿
苑
で
人
権

を
考
え
る
町
民
の
集
い
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
部
落

解
放
同
盟
鳥
取
県
連
合
会
の
坂

田
か
お
り
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、

「
こ
の
子
た
ち
の
笑
顔
に
逢
い
た

く
て
〜
い
の
ち
・
語
り
・
つ
な

が
る
同
和
教
育
〜
」
と
題
し
た

人
権
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

鳥
取
県
の
被
差
別
部
落
に
生

ま
れ
た
坂
田
さ
ん
は
、
小
学
生

の
頃
か
ら
解
放
学
習
を
重
ね
、

親
友
や
先
生
に
対
し
て
も
間
違

い
を
正
そ
う
と
す
る
な
ど
、
差

別
の
解
消
に
向
け
て
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

厳
し
い
差
別
の
現
実
の
中
、「
き

れ
い
ご
と
の
同
和
教
育
で
は
意

味
が
な
い
」
と
い
う
思
い
が
強

く
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
子
ど
も
が
生
ま
れ

た
あ
と
は
、「
子
ど
も
た
ち
が
差

別
を
受
け
た
ら
ど
う
し
よ
う
」

と
真
剣
に
悩
み
、
正
し
い
こ
と

か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
、

部
落
出
身
を
隠
し
て
暮
ら
す
こ

と
を
選
び
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

に
部
落
差
別
を
恐
れ
た
こ
と
は

な
く
、「
差
別
を
す
る
方
が
格
好

悪
い
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

「
私
た
ち
が
子
ど
も
を
生
ま
な
け

れ
ば
差
別
は
な
く
な
る
の
か
？
」

と
、
悪
い
方
へ
考
え
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
保
育
園
で
の
さ

ま
ざ
ま
な
保
護
者
と
の
出
会
い

を
通
じ
て
、「
差
別
の
現
実
が
あ

る
中
で
、
自
分
た
ち
も
分
か
ら

な
い
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
な
ら

ば
、
自
分
自
身
の
こ
と
や
自
分

が
学
ん
だ
こ
と
を
伝
え
、
お
互

い
に
学
び
合
い
た
い
」
と
、
啓

発
の
取
り
組
み
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

最
後
に
坂
田
さ
ん
は
、「
親
子

で
啓
発
を
し
て
い
ま
す
が
、
全

国
版
の
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
出
演
す

る
の
は
ち
ゅ
う
ち
ょ
し
ま
し
た
。

で
も
、
当
事
者
が
胸
を
張
っ
て

生
き
ら
れ
る
よ
う
に
と
い
う
思

い
か
ら
出
演
を
決
意
し
ま
し
た
。

私
に
は
同
和
教
育
の
基
本
が
あ

っ
た
か
ら
、
今
の
よ
う
な
取
り

組
み
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
皆

さ
ん
の
課
題
が
あ
る
と
思
う
の

で
、
お
互
い
に
学
び
合
い
ま
し

ょ
う
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
か
ら
は
、「
本
音

で
語
ら
れ
た
の
で
、
あ
り
が
た

く
も
あ
り
、
耳
が
痛
い
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
き
れ

い
ご
と
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
と

い
う
言
葉
が
深
く
印
象
に
残
り

ま
し
た
」、「
差
別
は
、
す
る
側

の
問
題
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く

分
か
り
ま
し
た
。
本
音
で
話
せ

る
関
係
を
つ
く
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
子
た
ち
の
笑
顔
に
逢
い
た
く
て

こ
の
子
た
ち
の
笑
顔
に
逢
い
た
く
て

〜
人
権
を
考
え
る
町
民
の
集
い
〜

９月の当番医　
９月  1 日　伴 病 院（電話72-0029）
９月  8 日　瀬 戸 病 院（電話75-0111）
９月 15日　矢部広域病院（電話72-1121）
９月 22日　野 田 医 院（電話72-0307）
９月 29日　そよう病院（電話83-1122）

わ
た
し
た
ち
の
人
権

わ
た
し
た
ち
の
人
権

だ
れ
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で
侵
す
こ
と
の
で
き
な

い
当
然
の
権
利　

こ
れ
が
『
人
権
』
で
す
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和
光
教
室
書
道
部
の
大
塚
憲
一
さ
ん
（
米
生
）
作

前号の訂正とお詫び
　７月 24 日発行第 101 号の広報やまとに
おいて誤りがありました。関係各位には大
変なご迷惑をおかけしました。お詫びして
訂正いたします。

○９ページ「山都町茶品評会」内
　（誤）３等　下村幸治（目丸）
　　→（正）３等　下村幸浩（目丸）
○２３ページ「季節のうた」内
　（誤）山本フサさん（清和短歌会）の短歌
　　→再掲しています

講演する坂田かおりさん

貸し出します !!貸し出します !!

　坂田かおりさんの取り組みなどを映像
でまとめたＤＶＤ「母娘で問うた部落差
別」は、教育委員会で貸し出しを行って
います。

山都町観光案内所

ギャラリー喫茶ギャラリー喫茶

ル ポ ンル ポ ン
  ☎７２－1０５４☎７２－1０５４

～ ９月ギャラリーのご案内 ～
「 山都町写真コンテスト

入賞作品展 」
平成25年９月１日（日）～30日（月）

水曜定休日

　山都町の豊かな自然や史跡、
町並みを写真に納めた昨年の
「山都町写真コンテスト」の写
真の中から、入賞・入選した
28点の作品を展示します。
　素敵な写真ばかりですので
是非、ご覧下さい。

出展
（役場商工観光課・全日本写
真連盟熊本県本部）

2223
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宙（そら）の観測を楽しみませんか？
　８月10日、ペルセウス座流星群の出現にあわせて開催された清和高原ス
ターフェスタ。日中は暑い日差しの清和高原も、陽が落ちると心地よい風が
吹き始め、星空の下それぞれ思い思いの観測を楽しんでいました。
※ 左から高橋よしえさん（宙ガール隊長）、Micaさん（シンガーソングライ
ター）、塚原まきこさん（宙ガール副隊長）

（9ページに関連記事を掲載）

タイトル：高原の夏
撮 影 者：赤星喜十郎
撮影場所：南阿蘇外輪山より阿蘇方面を見る
コメント：写真撮影は、時々刻々と表現を変える被写体との会話です。
　ある人は常にカメラを持ち歩き一瞬の感動を描きます。また、ある人
は同じ場所に何度も通い続け最高の瞬間を切り取ります。他にも色々な
撮影方法がありますが、皆様もレンズを通して楽しい会話をしませんか。
連絡先：フォトサークル山都事務局
　７２－３４５５（ﾊﾟｿｺﾝｼｮｯﾌﾟあひる倶楽部内）

今月の一枚今月の一枚

高原の夏

清和文楽の里まつり清和文楽の里まつり
９月15日（日）９月15日（日）清和文楽邑一帯清和文楽邑一帯

　県の重要無形文化財「清和文楽」の　県の重要無形文化財「清和文楽」の
特別講演をはじめ、特産品や高原野菜特別講演をはじめ、特産品や高原野菜
の展示即売会、農産物の重量当てクイの展示即売会、農産物の重量当てクイ
ズやバルーンアートショー、太鼓の演ズやバルーンアートショー、太鼓の演
奏など数多くのイベントが開催され奏など数多くのイベントが開催され
ます。ます。

　山都町の夏祭り集大成「３大まつり」が開　山都町の夏祭り集大成「３大まつり」が開
催されます。催されます。
　見どころ満載の「山のまつり」にぜひお越　見どころ満載の「山のまつり」にぜひお越
しください。しください。

　永禄６年（西暦 1563 年）から続　永禄６年（西暦 1563 年）から続
くといわれ、古くから行われているくといわれ、古くから行われている
祭り。名物である「造り物」は、茶碗祭り。名物である「造り物」は、茶碗
や各商家で取り扱う商材を使用。解体や各商家で取り扱う商材を使用。解体
後に使用できるよう、釘やノリ等は一切後に使用できるよう、釘やノリ等は一切
使用せずに造られます。使用せずに造られます。
　また、火伏地蔵を担いだ「裸みこし」で　また、火伏地蔵を担いだ「裸みこし」で
は馬見原商店街を練り歩き五ヶ瀬川を目指は馬見原商店街を練り歩き五ヶ瀬川を目指
します。水をかけられながら進み、五ヶ瀬川します。水をかけられながら進み、五ヶ瀬川
へそのまま飛び込みます。へそのまま飛び込みます。

　田の神に感謝し、収穫の目安を立てる八朔（旧暦８月１日）　田の神に感謝し、収穫の目安を立てる八朔（旧暦８月１日）
の日に豊年祈願と商売繁盛を願い開催されます。目玉の大造りの日に豊年祈願と商売繁盛を願い開催されます。目玉の大造り
物は、竹や杉、シュロの葉など自然のものを使用し製作。商店街物は、竹や杉、シュロの葉など自然のものを使用し製作。商店街
の連合組が趣向を凝らし造り上げます。商店街を巨大な造り物がの連合組が趣向を凝らし造り上げます。商店街を巨大な造り物が
練り歩く様は圧巻です。練り歩く様は圧巻です。

八朔小町～今年も八朔祭をＰＲ～八朔小町～今年も八朔祭をＰＲ～
　八朔祭に花を添える「八朔小町」。今年の八　八朔祭に花を添える「八朔小町」。今年の八
朔小町は、鳥井奈恵さん、吉岡慈音さんの２人。朔小町は、鳥井奈恵さん、吉岡慈音さんの２人。
町外などでのＰＲや、祭当日の本部での業務町外などでのＰＲや、祭当日の本部での業務
を行います。を行います。
　８月６日、認定式が町商工会本所で行われ、　８月６日、認定式が町商工会本所で行われ、
八朔祭実行委員会の中村紘二委員長から認定八朔祭実行委員会の中村紘二委員長から認定
証を受け取りました。証を受け取りました。

火伏火伏
地蔵祭地蔵祭
　８月24日（土）　８月24日（土）
　　・25日（日）　　・25日（日）
　　馬見原商店街一帯　　馬見原商店街一帯

八朔祭八朔祭
９月７日（土）・８日（日）９月７日（土）・８日（日）
浜町商店街一帯浜町商店街一帯

認定式に出席した鳥井奈恵さん認定式に出席した鳥井奈恵さん
（左）と吉岡慈音さん（右）（左）と吉岡慈音さん（右）


